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資 料

平成 18 年度長野県児童・生徒の「歯・口腔」の診査の統計調査結果について
（その 1）高校生の受診率とう歯保有者率について

近藤 武

概要：長野県では，学校保健統計について文部科学省の標本調査のほかに，県独自の全数調査が行われている．この結
果の概要，統計値は各年度の「学校保健統計調査報告」として公表されている．今回，平成 17，18 年度報告書から，高等
学校「歯・口腔」の項目を抽出し，そのうち，う歯（むし歯）保有者についてまとめたので報告する．
対象者は長野県下に在籍する高校生（15～17 歳）で，総数は約 60,000 人である．平成 18 年度の永久歯う歯保有者率は
15 歳男子 59.6％，女子 65.9％であった．対前年比増減率をみると，3～5％の減少がみられた．また，年齢別の年間増減率
では 3～5％の増加がみられた．
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はじめに

毎年 4～6月，長野県下の幼稚園，小学校，中学校およ
び高等学校に在籍している児童・生徒に対し，学校保健
法に基づく定期健康診断を実施している．長野県教育委
員会はその結果を（1）発育状態と（2）健康状態に分け，
その概要と統計値を各年度の「学校保健統計調査報告書」
として公表している1，2）．
この調査の目的は，「児童・生徒の発育状態および健康

状態を調査し，学校保健の基礎資料とする．」ことである．
今回，平成 17，18 年度の報告書から，高等学校「歯・口
腔」の項目を抽出し，そのうち「う歯（むし歯）」保有者
について結果をまとめ，考察したので（その 1）として報
告する．今後，中学生のう歯保有者については，（その 2）
として報告する予定である．

対象および方法

1．対象者
平成 18 年度の県教育統計によると，平成 18 年 5 月 1

日現在の県下の高等学校数，生徒数は，県立 89 校，生徒
数 52,588 名，市立 1校，生徒数 369 名，私立 16 校，生徒
数 10,232 名の計 106 校，63,189 名である．また，全日制

は 61,540 名，定時制は 1,649 名である．その他通信制は
5,226 名であるが，今回の報告書の対象には含まれていな
い．
県教育統計では学年別の生徒数になっているが，学校

保健統計では年齢別になっている．そのため 1学年は 15
歳，2学年は 16 歳，3学年は 17 歳とした．定時制の 4
学年を 18 歳とみなし，4学年の 356 名は対象の生徒数か
ら除外した．

2．資料および方法
県教育委員会保健厚生チームがまとめた平成 17，18

年度「学校保健統計調査報告書」と，比較のために文部
科学省の「平成 18 年度同告書」を用いた3）．
平成 17 年度までの文部科学省の学校保健統計調査は

標本調査で，健康状態調査項目の歯・口腔の項目は，う
歯（処置完了者，未処置歯のある者），その他の歯疾患，
口腔の疾病，異常であった．それが平成 18 年度には歯
列・咬合などの新たな項目が加えられた．結果について
は都道府県別に公表されている（表 1）．
長野県では，文部科学省の定める調査項目による標本

調査のほかに，県独自のう歯についての全数調査を行っ
ている．調査項目は歯列別に乳歯，永久歯，乳歯と永久
歯を合計したものについて，処置完了者，未処置歯のあ

口腔衛生会誌 J Dent Hlth 58: 134―138, 2008




